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一 般 質 問 通 告 表 
 

平成２４年第３回姶良市議会定例会（９月１１日 午前９時開会） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．田口 幸一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自治会活動と行

政連絡の在り方につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学校給食につい

て 

 

 

（１）文書等の配布は、行政連絡員１

人により、なされているか。 

 

（２）集金、回覧等はどのようになっ

ているか。 

（３）このことは小規模自治会、大規

模自治会によって差異があると考える

が、その実態の説明を求める。 

 

（４）「行政連絡員は自治会長をもって

当てる」となっているが、現在でもそ

の規則が生きているか。第何条に書か

れているか。 

 

（５）市から毎月支給される行政連絡

員手当は、大規模自治会ではどのよう

に運用されているか。 

 

（６）小規模、中規模、大規模自治会

の戸数の実態を示せ。 

 

（７）各自治会でのひと月の会費はど

のようになっているか。 

 

（８）未加入世帯の実態は、どのよう

になっているか。 

 

（９）自治会長手当、その他役員の手

当はどのように支給されているか。 

 

 

（１）旧姶良町の自校方式は、いつま

で続くのか。 

 

（２）建昌小学校、仮称松原小学校、

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．田口 幸一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．あいらびゅー号

の白銀坂駐車場の設

置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．姶良市の起債の

繰上償還について 

 

 

 

 

建昌幼稚園、帖佐幼稚園は、旧三叉小

学校跡地に給食センターを建設すると

のことだが、現在の自校方式との関連

はどのようになるか。 

 

（３）山田小学校、山田中学校、北山

小学校の給食はどのようになるか。 

 

（４）旧加治木町、旧蒲生町の学校給

食の実態を問う。 

 

（５）給食調理員の正規職員、非正規

職員の実態を問う。人件費はどのよう

になっているか。 

 

（６）食材の調達はどのようになって

いるか。 

 

（７）栄養士の配置はどのようになっ

ているか。 

 

 

（１）現在、公共の駐車場はあるが、

長時間駐車して白銀坂を歩くことは考

えられないか。 

 

（２）そうすると、民間の土地が必要

になるが、どのように考えるか。 

 

（３）大口筋白銀坂を歩く人はどのよ

うな人で、何人位か。 

 

 

（１）繰上償還の件数の実態はどのよ

うになっているか。 

 

（２）利率はどのようになっているか。

例をあげて説明を求める。 

 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長  
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．田口 幸一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．医療費の抑制に

ついて 

（３）借入先はどこ、どこか。 

 

（４）一般会計、特別会計別について

説明せよ。 

 

（５）一番大きな償還額はいくらか。 

 

（６）繰上償還が、市の財政運営にど

のように影響するか。 

 

（１）年々増え続ける医療費対策を姶

良市はどのように分析しているか。 

 

（２）血圧コントロール、血糖コント

ロール等について、市はどのような対

策を立て、事業を実施しているか。 

 

（３）歯科については、どのような対

策を立てているか。 

 

（４）認知症が急増しているが、姶良

市の実態はどのようになっているか。 

 

（５）姶良市の国保は値上げしたばか

りだが、今後の経営状況をどのように

分析し、見通しはどうか。 

 

（６）各種の保険事業をどのように実

施していく考えか。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

２．湯之原一郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．過疎法改正につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 過疎地域自立促進特別措置法が改正

され、有効期限を５年間延長し、平成

33年 3月 31 日までとなった。 

改正理由に、「東日本大震災発生後の

過疎法関係市町村の実情に鑑みて、有

効期限を延長する。」となっている。 

 

（１）姶良市では、旧蒲生町地域がみ

なし過疎地域になっているが、期限延

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

２．湯之原一郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．農業農村振興ビ

ジョンの策定につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長により過疎債の活用策についてどの

ような方針で対応していくか問う。 

 

（２）合併推進債についても発行期限

が５年延長された。期限延長により、

どのような方針で対応していくのか問

う。 

 

 

 

 産業文教常任委員会では、京都府京

丹後市を訪問し、農業政策に関して調

査を実施した。 

 京丹後市では、市総合計画を踏まえ、

農業政策と農村政策の両面から、概ね

10 年先を見通した市が目指す農業農村

の将来像を「京丹後市農業農村振興ビ

ジョン」にまとめている。 

①「土地利用」②「担い手」③「生

産」④「流通」⑤「地域づくり」の５

つの振興施策のテーマごとに「将来イ

メージ」「テーマ実現に向けての施策」

と「具体的な目標」を設定し、工程や

施策の実現効果について、年に１回年

次報告書を作成し、議会及び市民へ報

告するようになっている。 

本市では「姶良市水田農業ビジョン」

が策定されているが、「第 1 次姶良市総

合計画」に基づき、農業・農村の対応

すべき課題に総括的に取り組む「農業

農村振興ビジョン」を策定する考えは

ないか。 

周りを見渡すと、現状を維持するこ

とさえも難しくなっていくような状況

である。農業従事者が希望を持って農

作業に励み、若年齢の就農者の増加に

弾みがつくような「夢のあるビジョン」

が必要と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

２．湯之原一郎 ３．林業施策につい

て 

本市の林野面積は 15,018ha（平成 22

年鹿児島県森林・林業統計）となって

おり、市の総面積の約 65％を占めてい

る。一方で木材価格の長期低迷や林業

生産コストの増加などの要因で、森林

所有者の「山への愛着」が薄れ、除伐・

間伐などの山の手入れが遅れ、ひいて

は国土保全や水源涵養など森林が持つ

公益的機能が十分に発揮できない状況

が懸念される。 

 「川上の安定なくして、川下の繁栄

はない。」市の上流域に広がる森林を適

正に管理していく施策が、今こそ必要

と考えるが、以下の点について市長の

考えを問う。 

 

（１）林業後継者・林業従事者確保対

策 

（２）森林・林業の大切さを多くの市

民に認識していただくために 市主催

の「植樹・育樹祭」事業の展開 

 

（３）バイオマス活用の一環として、

薪風呂・薪ストーブへの助成事業の導

入 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．里山 和子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．危険廃屋解体撤

去に補助を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市内のあちこちで住む人のいない危

険廃屋が増えてきている。放っておく

と、雑草が繁り、白アリが増えたりし

て、地域の景観や住環境に悪影響を及

ぼすことになる。 

 南九州市や曽於市、霧島市などでは

20万～30 万円位の補助金を出し、曽於

市では住宅リフォーム補助とセットで

取り組んでいる。予算も年間 1,500 万

円位の撤去補助で約 60件くらいの廃屋

を解体している。 

 雇用の創出にもつながり、環境整備

にもなるこの補助制度を導入する考え

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

３．里山 和子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．重富駅裏側の周

辺整備について 

 

 

 

 

 

 

 

３．防災対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．税務相談の際、

委任状をなぜ書かせ

るのか！ 

はないか問う。 

 

 

 菅原線や宮島線の整備が進み、姶良

駅周辺の道路や排水整備も進んできた

ようである。重富駅裏周辺の道路や環

境整備については、今後どのような計

画になっているのか。帖佐駅、姶良駅

周辺と同じように、重富駅裏も急いで

整備すべきと考えるがどうか。 

 

 

 重富漁港周辺の岩崎用地から、大雨

の時水があふれ、岩崎道路や周辺の民

家や車が水没し、少なからぬ被害を受

けている。ゴルフ練習場をはじめ、岩

崎用地の方が道路より小高くなってお

り、水を吸わない土砂が盛られている

ことにも理由があると周辺の住民が語

っている。坂の急な新しい漁港関連道

路も通り、雨水は低い土地にどんどん

流れ込む。 

 台風の時、満潮になれば海面は地面

より高くなり、水は海に流れず、周辺

は池になり、民家は浸水する。 

小高い岩崎用地の一部を買い取り、貯

水池にしたり、排水路を広げたり、満

潮時のためのポンプアップ施設を設置

したり検討すべきではないか。 

 思川河口の土砂が大量にたまり、橋

との差が少なくなり大雨になれば河か

らあふれそうになっているが、県に要

請して土砂の除去を早く実施すべきと

思うがどうか。 

 

 

 市当局との納税交渉の際、相談にの

って議員等が同伴する場合、委任状を

書かされたが、条例や規則にも委任状

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

３．里山 和子 のことは書かれていないようである。 

 本人に頼まれて同伴しているのに委

任状は筋が通らないし、立ち会うこと

も拒否された。できるだけ本人も支払

える範囲で協力するつもりで同伴して

いるのに、同伴を拒否したり、委任状

を書かせたりするのは止めてもらいた

いが、今後そのような対応ができるの

か問う。 

市長 

４．法元 隆男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市と加音オーケ

ストラとのスタンス

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本道原の水道整

備について 

 

 

 加音オーケストラは平成 8 年、加音

ホール完成を機に、加音ホールに付属

するオーケストラとして創立され 16年

目を迎えている。平成 12 年第１回定期

演奏会を皮切りに 24回の定期演奏会を

開催、また、行政や地域の開催行事へ

の協賛、学校、病院、福祉施設などを

訪問してのボランティア演奏、後援会

との共催によるサロンコンサート、特

に平成 20 年 12 月には市主催の合併行

事「姶良市誕生祝第九を歌う会」の企

画運営を担当した。平成 20 年にはそれ

らの実績が認められ、「鹿児島県芸術文

化奨励賞」を受賞している。このよう

に、市が抱えるオーケストラとして地

域文化の振興に多大な貢献と役割を果

たしている加音オーケストラについ

て、次のことについて問う。 

 

（１）市との関係をどのように考えて

いるか。 

 

（２）今後、加音オーケストラをどの

ように育成していくか。 

 

 

 本道原の水道整備については、旧町

からの大きな懸案である。前回の第２

回定例会でも取り上げられ、現状説明

は述べられたが、今後についての課題

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

４．法元 隆男  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．工事請負におけ

る地元業者優先につ

いて 

とビジョンについて下記のとおり問

う。 

 

（１）霧島市との協議はどのように進

展しているか。 

 

（２）インフラを整備することによっ

て、企業誘致が大きく期待できると思

う。どのように考えるか。 

 

 以前、建設業関係団体の連名による

市への要望書が出されたと聞く。 

市の発展、活性化には地元業者優先

は当然であると考える。そこで以下に

ついて問う。 

 

（１）地元優先への取組みは、どの程

度前向きか、真剣かの度合いによって

成果が決まる。基本的な考えを示せ。 

 

（２）近い将来における合併推進債等

を利用する、小学校、消防庁舎、火葬

場や給食センターについて、地元優先

をどのように取り込むか具体的な考え

を示せ。 

 

（３）入札における実施要領は、担当

課が作成していると理解する。市長の

考えが地元優先であるという前提で、

その市長の考え、方針が、担当課（要

綱）に十分周知されているか。また、

市長はその要綱を精査確認している

か。 

 

（４）企業誘致が順調に進んでいるが、

その事務所、工場、倉庫等の建築につ

いて、民間企業のため義務付けは難し

いが、少しでも地元業者を使ってもら

う方策は考えられないか。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

副市長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

５．堀 廣子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．いじめ対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．食育と学校給食

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）大津市でいじめを受けていた中

学生徒が自殺した問題で、社会的関心

が高まっている。子どもを理解し向き

合うという教育の根幹が、競争・統制

教育により壊され、いじめの背景とな

っている。子どもたちの心と命を守る

には、いじめを人権問題ととらえた予

防教育を充実することだと思うが、ど

う考えるか。 

（２）全国でいじめに関するアンケー

ト調査が行われているが、姶良市はい

じめの実態をどのように調査し、把握

しているか。 

 

（３）生徒、父兄、職員にアンケート

調査を実施したことがあるか。また、

今後計画はあるか。 

 

（４）いじめを報告することで、教員

評価制度や学校評価制度において、教

員や学校の評価が下がってしまう問題

が指摘されている。当市において、い

じめがないという報告を良い評価とす

るような体制になっていないか。 

 

 

（１）福井県小浜市は全国で初めて食

のまちづくり条例を作り、全ての世代

で食の大切さを学べるよう「生涯食育」

を推進している。なかでも、幼児期の

子どもを対象とした料理教室は、普段

家庭では「危ないから」と触らせない

本物の調理器具を、子どもたちに全幅

の信頼を寄せ使用させるなど、子ども

の手だけで作業をすすめていくのが特

徴である。信頼された子どもは、短時

間の中でも大きく成長する姿が見られ

る。姶良市の幼児期のとりくみに活か

せないか。 

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育委員長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

５．堀 廣子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．自然災害支援策

について 

（２）小浜市では、全ての小中学校で

校区内の生産者から優先的に食材を調

達する校区内型地場産学校給食を実施

している。味もよく、生産者の顔が見

え、感謝の気持ちがプラスして食べ残

しがほとんどない。子どもの欠席率も

減少し、学力も向上している。また、

朝ごはんを食べない子どもも減ってい

る。 

 

① 姶良市の地場産物の利用割合はい

くらか。 

② 残食量と、取り扱い方はどのように

しているか。 

③ 小浜市のとりくみを取り入れる考

えはあるか。 

 

 

（１）補助対象外の宅地等に対して、

市独自の支援制度が必要ではないか。 

 

（２）この間、圃場整備が行われた上

名地域の農地において、毎年、法面や

畦畔が崩れる事態が発生している。支

援期間がすぎたため、修復ができず、

耕作が放棄されている。 

 

① 他地域でもこのような事例がある

か。 

② 圃場整備を活かし、農地と耕作者を

守るため、市独自の支援制度が必要

ではないか。 

 

市長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 


